
て右側パネルへの反応女形成した技,DRLLSスケジュ

ールを村人した巾サルがレ':-な押すと左側パネルに亦

色光がt秒間(見本時間)fIL:示され,鋭いて赤色光が糾
え右U.lJパネルにrlfI.色光がL!示された.･Tj･色光Ei示後t秒
以上経過時の右81JJパネルへの反応はすべて払化,t秒以

前に生じた反応は消去された.これを-試行として一日

100試行の訓練を行なった.tの佃は0.5,1.0,3.0,5.0,

7.0,10.0秒の6校規で上界系列でそれぞれ10-20日間の

訓杖を行なった｡t-10.0秒の訓練終了後,時間 どり

(Timing)開始時を確かめるため10.0と5.0秒の2種別

のtの債をランダムに皇示し,それぞれの値への分化的

反応を検討した｡

結果および考窮 :各tの倍のそれぞれについての平均

潜時,変異係数,反応群時の分布から次のような結果を

得た｡1)297tのデータは次のようなベキ関数で記述可

能である｡すなわち,T-1.18tl･O,ただしTは平均mntkf･

tは駐中強化亨即を,両方とも叩位は秒.2)時間どり開

始時点は赤色光丑示からではなく-77色光丑示か らであ

ち.3)見ホ時間は統制力をもたなかった｡これらの約

史はニホソザルの時njl弁別がきわめて正確であることを

示している｡-トヤラットではペ牛の倍がいずれも1.0

以下であるが.これが較正によるものか手続き上の韮苑

によるものであるかほ今按の映肘をまたなければならな

い｡

下記の方々は原稿未熟こつき,研究題目,氏名のみを

記させていただきます｡

屋久かこおける=･ホソザルの地域個体群の生態学的研

兜 (設定課題1)｡

増井JT(一 ･布田史夫

好見放一 ･村松正敏

ニホソザルのポビlt/-シZ'ソ･ダイナミックス (設

定課題1)

増井怒一 ･桜井道夫

爪づけ分裂群の動態及び離脱オスが近接地群におよぼ

3.研 究 会

霊長類と食虫類 ･拭手類の系統進化

1971年1月に行なわれた共同利用研究会 ｢哨乳mの進
化と霊長現の位mづけ｣では各日で追及されている進化

の問題を明らかにし,それらの謂点が詔良川の研究を行
なうさいどのように参考にしたらよいかという問題の立

て方をし,一定の成果が上った｡今回は,それをうけて

系統的に近いといわれている上記3日の系統 ･進化につ

いて,霊長桝が起源する,いわゆる霊F<桝化(primati-

す形轡について (設正課侶1)

村 松 正 紙

下北半fIJのニホソザルのi姓動とLJiUi･mfjE(設定黙視

1)

株 約 ･和m 久

アカゲザル身体謂茄の肪線附朽戊について (設定課掴

2) 孝行口 約 一 郎

ニホソザルのメスのm位に対する交凪 Ii価 の形懲

(設定課題4)

爪 田 宋 刀

Consort関係を持った雄と雌とのbehaviorについて

(設定課題4)

由 木 串 千

二ホソザル群の個体問距離に基づくオスの空間fJ.Lt逝

- 4歳以下の個体との関係- (設定課題4)

真 野 哲 三

m食および飲水行動の神経生理学的基礎 (設定課周

5)

大村 裕 ･小野武年 ･移森隆之

中村 勉 ･山田靖幸

分娩印爪の先生,伝播に関する電気生理学的研究 (設

定課題6)

中 嶋 晃

とくに大きなポピーレーショソ ･サイズを持つ群れの

社会的統合について- 高崎山A群の社会構造- (自

由課題)

森 明 雄

トカヲ列払平凸のヒト集団の生態入所学的研究 (自由

課題)

大塚柳太郎 ･口歳 事雄

佐藤 弘明 ･矢迫 敬造

サル大脳基底核におけるGABA作動性線維の相互連

絡について (自由課題)

金 野 - .郎

zation)の要因,過程を明らかにするための蔽初の試み

であった｡そのために,各日についての研究のレビュー

を行ない封書.6すべき共通の2X･斑とした｡つづいて各日の

具体的研究についても正F{刑か食虫mかと今だに柿屈の

定かでない｡それ放列味深いTupaiの吟味,原泣杭と

食虫塀の比較苛から各日の進化的特性を明らかにする試

みとして行なわれた｡

これらの口の研究者用が必ずしもFF.くない日本では満

足すべき内容ではなかったにしても.今校の研兜方向を
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示安する患味で意義深いものであった｡今後の積み盃ね

が)yJ待される｡なお,この研究会の主な講抗は ｢生物科

学｣1976年1月号に掲載の予定である｡

期日:1975年3月6日(木)～7日(金)

切所 .'京都大学霊長琉研究所 一階会議室

参加者 :約35名

3月6日 11:00-12:00司会 江原昭音･岩本光雄

1) 田隅 木生 (京大 理 動物)

食虫日,霊長目および巽宇目の系統関係に関す

る研究の現状

益 休 み 3

13:00-18:00 司会 岩本光雄･江原昭蕃

2) 共谷川昔和 (国立科博)

瓜近の原始化石輔乳煩研究の現状一食虫規を中

心にして-

3) 柴内 俊次 (文京医歯大 歯 顎口腔研)

食虫現の系統 ･進化

4) 月【本 正 (秋芳台科惇)

内田 照串 (九大 段 動物)

況手現の系統分桝

5) 阿部 永 (北大 良 応動)

食虫規の生腿 ･社会

6) 四郎 顕逮 (京大 霊長研)

原泣規の社会 ･行動

3月7日 9:00～12:00 司会 岩本光雄

7) 川本 正 (秋芳台科博)

宛字煩の系統論への機能形態学的アブt,-チ

ー特に飛和に関して-

8) 松村 澄子 (九大 凸 動物)

InSeCtivora,Chiroptera.Primates

(Prosimii)の脳の比較と進化

一緒に特殊感覚を中心として-

9) 江田 帽章 (京大 霊長研)

松村氏の誠掛こ対するコメソト

益 休 み

13:00-17:00 司会 渡辺 毅

10)茂原 信生 (独協医大 第-解剖)

コモソツバイ (原猿)の発育 :食虫類,霊長煩

の発育との比較

ll)本間 敏彦(順天堂大 医 好一解剖)
Primatesの筋肉系の比較と系統 ･進化

総 合 討 論

世話人 和田 一雄 岩本 光雄

江原 昭普 渡辺 毅

主としてニホンザルを対象とした

行動の研究

期 日:1974年11月30日(土)

12月1日(日)

会 場 :京都大学霊長拐研究所1階会談室

参加者 :約25名

テーマ ｢遊びについて｣

1. ニホソザル嵐山群の遊び仲間関係

小山 直樹 (京大 ･霊長研)

2. ニホンザル串島群の遊び仲間関係

森 梅代 (京大 ･盟艮研)

3. 飼育ニホンザルにおける幼体の遊びと行動先述

- 母子pairの観察-

甫 徹弘 (阪大 ･人間科学)

4.幼児における遊びの親随と形態

高橋たまき(日本女子大 ･児盃研)

小山は,群れの全個体を対象にして,肉体的接触を伴

うt/スt)ソ〆遊びの叔庇をとり,また森は,生抜5-8

カ月の4頭,18-22カ月の7説計11頭を対象に,個体追

跡法によって,遊びの頻度とその相手となしらべた｡そ

して,コザルが遊びを頻繁にとりもつかどうかは,相手

の性,年令,血縁などによって左右され,これらを同じ

くするものを遊び相手として選んでいることを示した｡

南は,遊びが出てくる発達的条件に焦点をあてて飼育ザ

ルを観察し,生後2-3カ月頃から他のコザルとの接触

が急増することを述べた.発達に伴って,7カソポが徐

々に母からほなれていくが,遊びの前段階である好奇行

動や探索行動は.探索がおわればやまるのに対して,近

びはくり返し行われ,外的な目標をもたない｡コザルが

遊びなどを通して,環境に適応するうえで,初期の母と

の関係の宜変性が強調された｡高橋は,2-3才児を対

象として,遊びと呼ばれる場面で,どのような行動が展

開され,それらの行動がどのような発達的変化をとける

かに焦点をあてて,観察を行なっている｡そして,これ

らの行動の連鎖が,持久力,放しょうさの増大,小物の

知識の増大,対人交渉の技能位相,といった社会性の先

達を増大させる校能をもつことを述べた｡

さて,この研究会で庇も苦心したのは,とりあげた

'y遊び/'という冨菜のもつ投雑な内容である｡一口に遊

びといっても,どの行動が遊びでどの行動が遊びでない

かをはっきり区別することは難しい｡とっくみ合いの遊

びに限ってみても,行動バターンとしては投雑である｡

デイスカツシロンを通して,糸魚川は,①柏手に働きか

けている｡②かなりの遜動量でくり返す｡③抑制が働い

ている,といった3点をあげ,オトナになって遊ばなく
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なるのは,このとっくみ合いの祈動が抑制されてしまう
ためであり,迎動血を制郡できる和手はおのずと限られ

てくるし,相手を選んでどういう行動バクーソなとろか

は生和的らしいと述べた.この抑制仮説とでもいうべき

考えは,示唆に缶むが,ヒトも令めた幼少個体の行動

杏.発達を追いながらトレースしていくことの皿変性は

tu冊老全員が認識されていたと思われる｡

第5回ホミニゼーション研究会

期 日 1975年3月20日･21日

共迅テーマ 霊長煩の社会進化

司会

｡南米産サルの社会押遣

｡ニホソザルの社会隅逝から

｡ラソ〆-ルの社会的出から

｡ヒヒ抗の社会耶辺から

｡テナガザルの社会fI-･!芯から

今西 鏑司･藤岡 事変

伊沢 放生

Igf越 鴫司

杉山 串丸

河合 雅雄

小山 田村

｡チソバソジーの社会m迩から 伊谷純一郎

｡社会性の進化について 水原 拝城

｡缶畏訊社会にみられる多様性の恋味に

ついて 鈴木 晃

｡ホミニゼーシ9ソの視点からみた人現

の性 ･婚姻 ･社会体制について 江守 五夫

｡総合討論

本研究会も回を盃ねること節5回になった｡本年は,

念鮫の ｢霊長群の社会｣についての前年の成果の発表と

この問題に対する基本的な討論とが企両された｡丙米産

サル･ヒヒ桝 ･チソバソ･}-についての汲近の多くのTH

報が報告された｡またニホソザルについても乗越 ･鈴木

によるオスザルの群れ問の交流に関する校数群問の社会

桐避論が述べられた｡また移山･水原 ･鈴木らの報告か

らは,ある概のもつ社会のひろがりを,j槻屯に進化系列

にそわせてバターソ分けしてつなげる俗流的方法に対す

る批判がよみとれた.また江守からは社会人顕学の方面

からの,忠良mの社会構造論に対する,いくつかの重要

なコメソトがLrl出された｡総合討論では,浅見千鶴子 ･

小原秀雄 ･珊本員紀ら,他分野からの発言が意義深かっ

た｡

全体として,伊谷の君田 r忠良規の社会隅近｣が机訊

の基調として正賓な役割を占め.本テーマに上る研究会

が,同市禿刊後にもたれたことは忠滋探か.?た｡研究会

の常にもれず,対話伽ttfmに制限のあるため,肌誠を充分

に深めることのできなかったのは残念である｡木研究会

への参加者も,5回を迎えて,のベ100名を越すにいた

ったことを記す｡

本研究会の報告は,別冊サイェソス (特典 ･印刷中)

｢ホミニゼーシ tzソ,望見爪の比企進化｣として山隈 ･発

の予定である｡ (文-Tf 鈴木 晃)

ロコモーション･ワーキング･グル

ーブ研究会

ホミュゼーシメソを紛ずるにあたり,紅立二足渉行の

起源をぬきにすることはできない｡しかし現在の とこ

ろ,化石からそのロコモーシFゾ様式がtEE定できるの

は,すでに起立二足歩行なしていたと考えられているア

ウストラロピテクス以按であり,それ以前については殆

んど資料が得られていない｡また収に化石汽料が狩られ

たとしても,その化石から生活様式を復元することは容

易ではない｡このような恋味で,現生霊長現の.]コモー

シzzソと生活様式を適応の観点から比較分析することが

2E･本的な皿野性をもつ｡

T'コモーシr'ソ･ワーキソグ･グループは,このよう

な視点から現生盟F<班の機能形態学的側面に関心を持つ

譜を中心として1972年に結成され,これまで二回の研究

会をもった｡グループの当面の目標は何よりも韮碇的デ

ータをつみ血ねることであるが.この方両の研究者の絶

対数の不足が作菜を進める上での大きな陣TJIとなってい

る｡今回は昨年にひきつづき,グループの作梁の中核を

なしてきた歩行退勤の生機構学的解析にテーマをしばっ

たが,約点を一周深めるためにサル以外の四足動物及び

ヒトの乳幼児の捗行を研究しておられる方々にも参加し

ていただいた｡さらにトピックスとして,最近オルドワ

イ谷出土のアウストラpt='テクスの足の化石を爽昆して

こられた水野祥太郎氏に特別.L'C訳なおねがいした｡プロ

グラムは下記のとおりである.

期 日:3月18日～19日

会 場 :霊長現研究所一桁会談宝

参加者 :研究会約20私 特別試訴約50名

3月18日 司会 岡田 守彦 (盟F<研)

1. 四足獣の歩行運動

徳力 幹彦 (東大 ･凸)

2. サルの立ち方について

平沢潤一郎 (仰同大 ･教韮)∫

3. eZF{現の二足歩行

石田 英宍 (京大 ･理)

岡田 守彦

木村 賛 (帝京大 ･医)

4. 乳幼児の歩行の習熟過程の筋電図的研究

岡本 勉 (関西医大 ･教養)

5. 計第校シミP.I/-シ子ソによるサルとヒトの

二足歩行

山崎 倍寿 (慶応大 ･エ)

-51･一



3月19日 司会 近藤 四郎 (霊長研)

特別講演

オルドワイ谷ヒト科の足について

水野祥太郎 (川崎医大)

推力氏はイヌ･ウマなど家畜の歩容と筋活動につい

て,同氏の研究成果をダイジ.Lストされ,とくにイヌの

歩行における四肢筋の筋電図について詳しいデータを示

された.イヌは霊長煩と異なり四肢の運び順序がいわゆ

る後方交叉型の動物であるが,筋活動バターンにそれ程

ちがいはないようである｡前肢の筋が歩容に応じて投雑

な活動様式を示すのに対して,後肢のそれには殆んどこ

のような変興がみられないことは,イヌにおいてすでに

前 ･後肢の拭臆別 ヒが生じていることを示すものと思わ

れる｡

ヒトの起立時における接地足盛花および重心位匿の動態

から,ヒトの直立維持機能の丘的評価法を開発した平沢

氏は,本年度の共同利用研究でこの手法を二足立位にお

けるチソバソジー,ニホンザルに応用し,両者ともに片

足で体血を支持し他方の足で,(ラソスをとってい るこ

と,身体動揺はヒトにくらべ低周波が少なく,高周波が

多いことを報告した｡このような基礎データはこのワー

キング･グルーブが今後とも鍛琉してゆくべきものの一

つであろう｡

石田氏他による報告は,その主要部分が,第5回国際

正艮規学会シソポ･}ウ4'L∝omotorbehaviorand

hominization'で光来されているので,内容の詳細につ

いてはPr∝Symp.5thCongr.Int.Primatol.S∝.

(JapanSciencePress,1975)を参照されたい｡ここ

三年あまり,各位霊長杭の二足歩行に着日して,その生

機fI.ri学的特性の比較を試みてきた共同研究の一応のまと

めとして,氾立二足歩行と樹上適応の関連性を支持する

結果が和られたことが報告された｡

ゼロ才から学齢期にいたる乳幼児の二足歩行の発達を

筋花田の田から分析した岡本氏の報告は,上記のサル炉

の二足少行との比較において興味ある資料であった｡岡

本氏は乳幼児の歩行の習熟に伴って,筋電量の減少,相

の分化がみられること.脚の振り出しが推進に関与して

いること等を指摘された｡われわれの経故では,サル煩

の二足歩行にはこのような傾向はみられない ようであ

る｡とくに,二足歩行が生活様式の一部をなしているテ

ナガザルやクモザルの筋電丑がヒヒやマカタのそれと変

らないことは,個体の習熟と櫨としての適応のワク組み

が全く異なることを痛感させる｡

山崎氏の報告は,サルとヒトの二足歩行を表わす数丑

的モデルを設定し関節運動などの運動学的データを入力

とし,筋屯 ･床反力などの運動力学的データを出力とす

るシミュレ-ショソを行なったものである｡現在のとこ

ろモデルは二次元であり,多くの仮定を含んでいるが,

結果はおどろくほど実測データと近似しており二足歩行

のメカニクスを理解するうえでシミD.レーションが布力

な武器であることが示された｡今後実測データの椛度を

一層高めるとともに,足のアーチ構造や神経横柄などの

パラメーターを加味した｡できれば三次元のモデルを導

入することにより,二足歩行の実体をより理論的に把捉

することができるものと期待される｡

イヌやヒトの歩行解析データとの比較において,サル

煩の歩行研究における問題の所在が一層明確となったこ

と,さらにシミーレーシ三ソの野人によって現象の解析

からもう一歩進んだ理論構築への展望が閃かれたことな

ど,今回の研究会の成果は少なくなかった｡しか しな

お,ワーキング･グループとして直立二足歩行の超群,

ひいてはヒト化プ7,セスの追求をすすめるための作文佼

説について論談する段階には到っていない｡なおも基礎

データの集積を着実に続けることが必要であろう｡

そのようなデータとしては,突放室での迅動脈折もさ

ることながら,より生息環境に近い三次元校斑空rulでの

運動様式の生機帖学的朋折が不可欠である.そのために

は十分なスべ-スをもった空間行動実験室の存在が前捉

となる｡さらに生息地における個体のFlコモーシすソな

含む生活様式の研究が盃窮であることは雷うまでもな

い.これなくしては,運動様式における柾の適応をnjlら

かにすることはできない｡この意味で,ワ-キソ〆･グ

ループのメソJ:-である河合雅雄･石田英Rt･池辺毅の

諸氏がフィールドに入っておられることは心払いかぎり

である｡データの杭み上げと並行して,これらのデータ

をふまえた上での作業仮説をめぐるthinkingおよび

discussionは一層塩安である｡研究会の悪衣もここにあ

るといってよい｡

水野氏の特別訴石和王ヒト化に直接関わりをもつ トピッ

クスであり,たまたまホミニItf-ショソ研究会の前日に

行なわれたこともあって非常な盛況であった｡昨年11凡

アウストラpビテクスの足の骨を求めてR.Leakyをナ

イT,ビ博物館に訪ねた水野氏は,そこでオルドワイH-8

のほぼ完全に近い足をつぶさに観察する機会を柑た｡

骨の形腿,そこから推定される articulationや長排冊

筋,後艦骨筋の横能などから,氏はこの足が現代人とさ

ほど変らぬ立派なアーチを持っており,Homo屈の足と

みなしうると結論づけた｡しかもこの足には多年にわた

り体盃負荷を耐えてきた形跡がみとめられるという｡足

の系統発生への興味から,猿人の足の骨を手にとる税金

を求め続けてきた氏の情熱と,その夢が実現した歓びが

聴く者にひしひしと感じられる試訴であった｡

たしかに足は直立二足歩行に由来する特徴がもっとも

集約的に現われるところであるが,これまで骨盤の形態
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ばかりがとり上げられ足の形怨は省みられることが少な

かったようである{現生サル刑のpコモーシ℡ソ様式も
その足のfl.!払 拭伯と切り離して考えることはできな

い.水野氏は整形外科医として,足の形,QP.･械倣こつい

て余人の追随を許さぬ深い学識と粒故をもった方であ

り,今回の鑑定はアウストラt,ビテクスの生活様式のu

元,ひいては厄立二足歩行の起源の解明にとって大きな

カとなるものであろう｡ (岡田 守彦)

第2回 ｢脳と行動｣研究会

期 日:1975年2月24日

会 場 :京都大学霊長析研究所1階会談室

参加者 :約40名

この研究会は,昨年度当研究所で行われたシソポジウ

ムr霊長現の 『脳と行動J)｣の参加賓を中心に,久保田

競,伊藤正93,大村裕,本台良治の4氏が世話人となっ

て発足したものである.今年度は ｢暁光 と行動｣と.
｢視床｣の問REiが取り上げられた｡

｢暁光｣については,従来霊長規の行動を決定する安

田としてあまり大きな比延を占めないと考えられてきた

ことと,暁光入力を定見的にコソい]-ルすることが比
較的田児であったことから,各研究分野で取り上げられ

る機会が少なかった.今回の研究会では,映党が行動決

定の盃粟な要因となるサケの映党系の問題から,生態学

におけるニオイと行動の研究まで広く討試され,荘良和

の喚党と行動の研究の正変性が指摘された｡

一方,｢視床｣の問題では,殺近,佐 木々教授が当研
究所で行われた研究を中心は報告と討論が行われ,小脳

からFT皮質への投射が,サルでは,従来突放動物として

広く用いられてきたネコとはかなり迫っていること,従

って運動校憶の研究にサルを用いることの血要性が指摘

された｡

- 7'pグラム-

ト においの中枢について

1.苅木月敬,田辺晃久 (群馬大,医)

サルの喚覚行動と前頭葉

2.上田一夫 (東大,理)

魚現の行動とにおい
3.台田正昭 (中央大,経営工学)

においの心理学

4.四部既達 (京大,忠良研)

においと行動

皿. ｢視床｣の放伐について

1.佐 木々和夫 (京大,医)

小脳一新皮TI系

2.T.I.Tobias(京大,E!F<研)
背内側核一前田薬皮TI系について

霊長頬タンパク質の構造 ･機能 ･

進化

糊 口:1975年37127日

缶 切 :訳耶大学盟F{刑研究所1脚会談宝

参加弟:約2021

1974年･3月に ｢盟F<m研究における生化学的アブT,-

チ｣というテーマで研究会をLilqき,広く生化学の諸分野

の研究者に参加していただき,各自の将門分野の最近の

研究を紹介していたi'くとともに,霊長規を対象とした

場合の問題点を討試し,盟F<琉研究への生化学的アブ｡

-チの方向や方法を探(･ることを試みた｡今回は,焦点

をしぼって,主に霊長現のタソバク質,特に酵素を中心

にして,その構造,械能および進化の問題を論じた.

1. 盟j7<灯のチpキシソ結合タソバク質の変異 田名部

排-(岐]:I.大･L:fi).野沢 謙 (京大 ･霊長研)

2. ヒト脈打彬邦の変界 篠田友孝 (国立迫伝研)
3. 霊良和の机織プロテアーゼ 十川和博 ･高橋健治

(京大 ･盟F<研)

4. 5F<桝のペプシノーゲンとペプシソ 栗山 節 (京

大 ･霊F<研)

5. 〆･)･t=1)ソアルデヒド3-'])ソ酸脱水素群累の構造と

機能 鈴木紘一 (RT火･よき)
6. 淀F<FlのグルタチオンS-71)ル転移酵素 伊疎 尚
(･771日学院大･rl!.工),UZ岡一雄 (京大 ･霊長研)
7. カタラーゼ分子のfJ.ri出と析性 鮫島達也 (守山学院

大 ･理工)

8. ト1)プト77ソ水酸化相知 市山 新 (浜松医大 ･

生化)

9. イソドールアミン酸郊沿加再挙郊 平田扶桑生 (京大

･医)

10.霊長杭新生児期における血液タソバクTiの動態 竹

中 修 (京大 ･霊長研)

今回は予算の関係もあって,かなりコソパクトな研究

会であったが,焦点がかなりしぼられており,非迅な誠

盤の上で詳細に立ち入った的誹が行なわれ,内容的にも

かなりまとまった会であった｡歪F<mの生化学的特性を

明らかにし,進化への生化学的アブp-チをはかる場
令,生理的に血要な践憶タンパク質の構造,機憶および

その相関性や動態の研究が極めて盃要であることが強調

された ｡

盟長杭の血中タンパク質の変異に関しては,すでに研

究がかなり進められているが,臓器タソ′(ク質の変界に

関する今後の研究の重要性も指摘された｡組織プpチア

ーゼの性状の解明は,細胞内におけるタソバクTfおよび

酵素量の調節という基本的に血更なm屈と閃逃してお
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り,霊長塀においても今後の研究の進展が望まれる｡ま

たペプシソ等の消化管系酵素は食性との関連からも興味

深いが,筋肉等のグt)セ1)ソ3-リン酸脱水素などともに

比較的多足に精製することが可能であり,他の生物でも

榊遊一校能相関性や一次構造の研究が進んでいるので,

今後分子進化学的研究対象としても適していよう｡肝臓

等の僻む非素天和こ関する研究は,霊長規における解毒機

構の解明に関連して重要である｡また,イソドール化合

物の代Adl栖学累の性状の解明は,特に脳や神経系における

調節践隅の解明と開通して興味深く,霊長頬におけるこ

の柾の研究の延要性が指摘された｡なお,以上のような

税 の々蹴舵タソバク質の個体発生にともなう動態の研究

も盟見切では従来ほとんど行なわれていないが,今後の

研究に期待されるところが大きい｡

日 本 ザ ル の 現 況

原稿米かこつき題目のみあげます｡
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